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自認ミ種見察会↓二参カ回し－て

（新会員が見た観察会風景）

昨年10月の自然観察指導員講習会に参加し

て、新しく指導員となられた方に、3回程度

自然観察会に参加して、その感想を書いてい

ただくようにお願いしました。文を書くのが

苦手な方もあるのに無理な注文をしたもので

すが、講習会を受けた後少しでも自然観察活

動に参加して欲しいという願いと、各地で行

われている観察会を新鮮な眼で見たご意見を

お聞きしたいという気持ちから依頼したもの

です。

その結果5名の方から感想文が届けられま

した。もう少し多くの方の報告を期待してい

ましたが、大半の方から報告されたら1年分

の機関誌でもスペースがなかったでしょうか

ら、丁度良かったのかもしれません。

内容からみて、名前を書いても差し支えな

いようですが、忌憧のない意見を出していた

だくために匿名にすると約束しましたので、

それに従います。

こうしてみると、県下各地では様々な観察

会が、様々な形で開かれていることがわかり

＊＊＊＊

10/26牧野ケ池（参加者12名）

木や木の実、烏と見て歩いた。落ち葉の下

の虫もさがした。紅葉や黄葉のしくみの説

明、マント群落の説明もあった。自然観察指

導員の講習を受けた様に、「自然を見る」観

察会だと思いました。

11／2段戸裏谷（例会：別名位）

落ち葉を拾って、木の名前を聞いたり、ア

オハダやツリパナの実を見たり、ブナ等の木

肌を見ながら歩いた。石の説明もあった。私

－1－

ます。対象とする自然は一つでも、指導員に

よっていろいろな扱いがあり、受け取る側に

は全く違った印象が得られるもののように思

えます。自然観察会で伝わるのは、自然の知

識などとともに、指導員の人となりかもしれ

ません。自然に関する知識を教えている場合

でも、実際はその人の体験や努力の結果を伝

えていると云えます。従って、自然に対する

愛情や、自然の良さ大切さを伝えたいという

熱心さがあれば、自然に関する知識は十分で

なくても、良い観察会ができるとも思われま

す。観察指導で最も大切なものは自然に対す

るその人の思い入れや人柄なのではないだろ

うか。感想文を読んで、そんなことをふと考

えました。

兎も角、各地で多くの個性的な観察会が長

く続けられることが大切で、そのための情熱

を維持することに私たちの協議会の目的があ

るように思います。また、感想にもあるよう

に、観察会の参加者を増やす工夫もしなけれ

ばいけないと思いました。

＊＊＊

も手伝って、ケンノショウコの実のはじけ方

や根生葉の説明をして、初心者の方に喜ばれ

ました。

11／9県民の森参加者40名位

高木典夫先生、三津井宏先生、加藤等次先

生が講師をされた。「みかわまきはら」の駅

で集合し、風穴まで歩いた。出発前に各々の

講師が用意された草や実の説明、古くからの

黄葉、紅葉といわれる説明等があり、私には

圧倒される様な観察会の始まりでした．

へ

へ



一

_一

道すがら、陽光に対する葉の運動や生長の

仕方、葉や花の落ち方等の説明がありまし

た。昼食後の休憩時間も、身近にあったクサ

コアカソを使って葉の話、子供さんが捕らえ

たバッタの話がありました。「知る」ことは

、より深く自然を好きになることだと思いま

した。

11/16豊田市自然観察の森（哺乳類の観察〕

大竹勝先生が講師をされた。食痕や糞を

見たり。足跡の見方を教えて頂いた。屋外に

出て、モグラのトンネルを見た。あちこちに

あるのに、現在まで気が付かなかった。コウ

ベモグラやアズマモグラの名も初めて聞きま

した。虫や動物は、私には馴染みのあまりな

い分野です。観察会が催される時には出席し

たいと思います。

12／7大ケ蔵連(小原村）（例会：27名）

使われなくなった道路は、荒れていまし

た。2年程前に訪ねた時は、アカマツやイイ

ギリ、マルバノキ等が伐られて痛々しかった

。大木のイイギリは健在で、他にも実をつけ

ているイイギリが何本かあった。小原村の加

藤茂先生や尾嶋先生が伐らないように頼まれ

たとのことでした。

大木のイイギリがあるそれより奥の道はゴ

ミ捨て場になっているから見ない方がよいと

云われて引き返す。帰路、イイギリの葉を拾

って様子を見たり、葉痕を見たりした。ゴミ

は車が停められるスペースがあると、ほとん

どの個所で捨てられている。どうしてこうな

ったのかといつも思います。

②②鞠③③

1／16束山公園「紅葉と木の実」

ここでは指導員は毎月交替で実施され、今

月は太田さんでした。コースに沿って歩き、

少し広い所で全員輪になって座り、太田さん

から「もみじ」と「冬」の語源について説明

－2－

を受けました。「植物についてあまり知識が

ないので、言葉で補います･･･…」と謙遜され

ながらの話でしたが、心に残りました。歩き

ながらではなく、座って聞くことがとても良

かったと思います。

その後、テーマにそって、紅葉を愛でなが

ら木の葉、木の実を集めてコースを歩き、集

めた木の実を白紙の上に並べて観察し、木の

葉には墨を塗り、紙にスタンプのように写し

て楽しみました。この時も、白い紙を囲んで

車座になっので、参加者の顔を見渡すことが

出来ました。これ位（14名）の人数が観察会

としては適当ではないかと思いました。

他の指導員の2人の方も要所々々で太田さ

んを助けておられ、よいチームワークの観察

会、そして良い準備のなされた会で、初めて

の私も気持ち良く参加出来、学ぶことの多い

一日でした。

11/23相生山緑地

「落ち葉のステンドグラス風」

相生山緑地には始めて行きましたので、勝

手が分からずに遅刻でしたが、一行に追い着

くことが出来ました。

今日の指導員は鈴木さんという方、植物に

ついて詳しい方でした。粗方、葉を落とした

樹の中に、褐色の葉をいっぱい付けたのがあ

りました。「やまこうばし」とか。離層の形

成されにくい木で、そのため落葉せずに残っ

ていることを知りました。三種類の落ち葉を

用いてのジャンケンは、始めて合った方と打

ちとけるチャンスとなりました。

今日のテーマの「落ち葉のステンドグラス

風」は、予め用意さ

れた色々な落ち葉、

絵の所々がくり抜か

れた画用紙等で、大

人も子供も一生懸命

に作品を作りまし

た。この外にも、皆



が作業できる様にシートやダンボール等も含

め、30名近い参加者のために種々準備して下

さった指導員の方々に感謝します。

尚、私は最後列に並んで歩きました。一番

最後に居られた指導員の方は、昆虫に詳しい

渡辺さんで、途中、桜に寄生する虫について

の説明をして頂きましたが、前を歩かれた人

たちは残念ながら聞くことができませんでし

た．参加者が多数の場合は致し方の無い事な

のでしょうか。

1／10猪高緑地テーマ「探検」？

当日の参加者の発案で、猪高緑地を全部歩

いてみることになりました．途中、「アラカ

シ」と「シラカシ」の見分け方を教えて頂き

ました。

コース脇の「タカノツメ」数本が枯れた

り、枯れかかっていました。理由は不明だそ

うです。池から一御岳山一尾根コースー太陽

の家一猪高南緑地と見て歩きました。池に

は、コサギ、アオサギなどのサギ類とカイツ

ブリのみで、鴨類は見あたりませんでした。

餌のせいでしょうか。田んぼの向こうの小湿

地には鳥類が集まるとのことでしたが、この

日は何も居ませんでした。

太陽の家から南緑地公園のコースでは、道

路工事が行われていました。緑地が狭められ

ていく様を見せられるのは悲しい事です。

今回は、コースをたどることに終始し、観

察はあまり出来ませんでした。ここの観察会

は、期日変更があるようですが、参加者から

みれば変更せずに、第一なり第二日曜にきち

んと決めていただければと

感じました。

感想

この他、10月26日の平和

公園の観察会にも参加しま

した。4カ所の観察会に出

席してみて、それぞれの会

－3－

に個性？のあること、私は一体何処に落ち着

けるのか、今しばらく他の会にも出てみよう

と思っています。

②②②③③

10/25.11/22森林公園こども観察会

11／2．12／7，1/4森林公園

11/9，12/13大森湿地

11／5海上の森

11/30定光寺

1／14明徳公園

今回初めて応募して、すぐ指導員になって

しまった人、研修に何回も申し込んでもなか

なか選ばれず、観察会の常連になっているよ

うな人まで幅があり、観察会での感じ方が違

い過ぎるとおもいます。私も常連タイプでや

っと研修を受ける気になり、指導員の仲間入

りをしました。

資格の有無で変わった事と云えば、自覚を

もった事と自分自身で観察会をしようと思え

ば出来ることでしょうか。研修で特に感じた

事は、いかに五感を大切にし、磨き上げた感

性豊かな生活を送る化かと云う事だと思いま

した。とても有意義な研修で、私の求めてい

た観察会はこれだ！と喜びました。

あちこちの観察会に出て気が付いた事は、

参加者の質問に詳しく説明してくれる素晴ら

しい知識と豊富な経験を持つ指導員でしょ

う。タカのような鋭い目を持つ指導員（人の

気が付かない小さな虫でも探してしまう）、

かすかな鳥の声さえ見逃さないウサギの様な

耳を持つ指導員、水の匂いをすぐ嗅ぎ当てて

しまう湿地の大好きな指導員と様々ではある

ものの、皆熱心で一生懸命です。観察会をす

ることは、知識と、探求心と、熱意と、自然

が大好きでないとやって行けないのだという

事を強く感じました。

こども観察会については、興味を持たせ、

おもしろく遊びを取り入れながら、決して教

育的にならない事、自分も楽しみながら笑い

へ

へ



へ

へ

ながら終える事、また会おうねと仲良しにな

ることだと思いました．

それらの観察会は、観察会をするための下

調べと周到な鵡備なのでしょう。毎回参加者

の楽しそうな笑顔があるから続けられると思

いました。

残念だったのが1月24日に星の観察会があ

ったのですが、天候不順のため中止になった

こと、また、なかなか一人では恐ろしくて行

けない場所での観察会、ムササビ、ホタル等

の夜の観察会には感謝しています。そして、

ぶた汁や木の実のジャム（シャシャンボ）の

おいしかったことが印象的でした。

②③③③②

10/26平和公園（県委託観察会）

観察指導員になって、第1回目の自然観察

会でありました。どのくらいの人が参加する

のか期待しておりましたが、参加している人

達は、10月の講習会で見た人が多く、ひさぴ

さに会い、うれしくもありましたが、一般参

加の人が少なく感じられ、少し残念な気がし

ました。

自然観察会では、グループでの行動であり

ましたが、いろいろな人から、いろいろなこ

とを教わり、楽しく過ごすことができまし

た。私はただついて歩いているのですが、人

が多いと、いろいろなことを見つけて（発見

して）くれまして、自分が気づかないような

事がたくさんあり、人によって見方がいろい

ろあることを実感しました。

11／3相生山緑地「里山の管理研修会」

まず名古屋市内にこのような、里山的空間

があることに麓きました。市内では残された

自然？ではないだろうか。

「里山管理」とは、最近よく聞く事が多

く、私もよく知りたい内容でありました。そ

のためにこの観察会は天気も良かったせいも

あり、とても勉強になりました。管理するた

－4－

めには目的（どんな目的で管理していくの

か。その目的によって管理方法がいろいろと

ある。）が必要であることがよくわかりまし

た。けれども、その目的が本当によいことか

、よく検討、議論すべきものと考えられまし

た。

11／6牧野ケ池観察会の記録発表

（女性会館にて）

やはりいろんな人（私の母くらいの年齢の

人達）が集まって、最近の自然に関する話を

するというのは、おもしろいものである。地

球規模的な環境問題から、小さな話（冬芽の

話など）まで、私は聞いているのみでありま

したが、参加者全員が自然環境に関わる話を

楽しく会話されているのは、今まで体験でき

ることではなかったのでたのしかったです。

緯括（今後の観察会のあり方）

自然観察会に参加しておりますが、今はほ

とんど聞いているだけであります。いずれ皆

さんにお教えできるようになることを願って

おります。こんな私でありますが……

観察会には、一般の参加が少ないように感

じられます。特に若い人、子供の参加が少な

く感じられます．もっと彼等が参加しやすい

ようにできないのか考えていきたいと思って

います。「環境教育」という言葉が聞かれる

ようになりましたが、これらがもっとも必要

なのは、子供たちではないかと思います。彼

等がもっと普通に（子供達だけで）参加でき

るようなシステムができないものでしょう

か。（自分で考えろ！）

③③③③③

10月10日の指導員講習会を受講して3カ月

に成りますが、その間に段戸原生林散策、碁

盤石山トレッキング、遠見山の自然、幸公園

の自然、葦毛湿原の冬の自然、と観察中で

す。



察会でも参考になった。

今回の観察会は、貴重な植物の保護活動を

目標としたものであり、自然観察を通じて自

然に関する関心を広く一般に広めるために行

われた。

11/16遠見山

今回始めて、指導員として自然観察会に参

加させて戴き、自然を見る目が少し変わった

様な気がします。先輩指導員の方々のご指導

により、遠見山の里山としての自然について

勉強させて戴きました。

自然に対する関心が社会的に出てきた現在

、一般の参加者が意外に少なく、この会の宣

伝不足を感じました。

感想（今後の観察会のあり方）

観察会の経験が少ない為、あり方について

の考え方を言える立場では有りません。この

ため、一般の自然愛好家を広めるためにはど

うしたら良いか、私の経験を基に置き換えま

す。

。観察会を行う前に自然観察講座を一般対象

に行い、自然に対する関心を広める。

。トレッキング（山歩き、約8～10km(又は

ウオーキング（約8～lOkm)を兼ねた自然

観察会。

12/20幸公園（豊橋市民大学）

事前に、自然環境講座で知識を得ていたの

で、当日の観察会も多数の参加者があり、又

幸公園の自然について知り尽くした担当者

（ホーム観察地）の観察会であり、きめ細か

い説明で参考になった。

へ

1／18葦毛湿原（豊橋市民大学）

事前に、自然環境講座で、植物・昆虫・烏

と三回に分けて知識を得ていたので、この観

グククググククタク〃ｸｸｸダｸげｸｸｸククｸダｸｸﾀｸｸ夕ダダクダｸｸﾀﾀｸクダ〃ゅｸｸﾀダｸダダｸグタ〃クグクククグクク〃""ｸｸｸダダダｸタグ"クグクククグクグググクグタククグクグタグｸｸタｸｸダｸｸ〃ｸクダ〃ダク〃ｸグダｸﾞククｸﾞｸククｸダｸ〃ｸﾀｸﾞｸクククダｸ

定 例自然観察会

へ

＊あわててまとめたもので不完全ですが、後日整理したものを出します。（間合先事務局）

（他に築水池、境川河口、平戸橋、赤塚山、知多半島各地でも実施しています。）

－5－

場所 所在地 時期 集合 備考

大森湿地 守山区 第1日曜 守山環境事業所前9:30 年間

猪高緑地 名東区 第2土曜 名東生涯学習ｾﾝﾀｰ9:30 期日変更あり

大高緑地 緑区 第2日曜 第1駐車場売店前9:30 年間

平和公園 千種区 第2日曜 新池北・清風荘入口9:30 年間

東山公園 千種区 第3日曜 東山植物園前9:30 年間

明徳公園

相生山緑地

東谷山

天白区

天白区

守山区

第4水曜

第4日曜

毎月最終

明徳公園北(BRドﾗｯｸ蘭）9;釦

梅野公園東の運動場9:30

フルーツパーク本館9:30

年間

年間

園
一
寺
后
野

継
一
光
口
師

森
一
定
一
善

尾張旭

瀬戸市

犬山市

第1日曜

第2土曜

第4土曜

森林公園案内所前9:㈹

定光寺山門前駐車場9:30

名鉄広見線善師野駅前9:㈹

年間

年間

年間

闇苅渓谷 額田町 月1回 渓谷入口駐車場
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二＝＝＝自然なにかとアンケート4－2二＝＝＝

観雛歴|困肱に肌医鰄
降幡光宏（知多支部）

人ﾉ|iと耐.っていいかﾉ|ﾐ活と肴っていいのか失

敗はたくさんあるものであるが、いつまでも女（

にしていたらノイローゼになってしまいます。

何.liもほとんど忘れてしまいます。それでも般

近のことでまだ忘れていないものがありますの

で紹介します。

來海巾に横須賀新川という河川があり、以llil

下流で川の生き物の観察会をした時、水生生物

が暇かであったので、公園が近くにある上流で

[1然観察会を計Imiしました。横須賀新川は毎I1

の通勤で川を横切り眺めています。また、集合

場所にした公園も通勤の時にすぐ脇を通るため

状況が分かり、岐適の場所と確信していました。

いよいよ実施日の前[1に徒歩による下見をしま

した。公l刺は駐I11場もあり問題なし。公1判から

川までの道中は道端の野草や水lUの生き物を観

察しながら行くのに問題なし。目的地の川に行

った所で「ガーン」。下に降りる階段が近くに

ない。土手から川床まで3海位あり、梯子を使

うには高過ぎる。そこであきらめて少し離れた

脈仰F肝
里山と環境教育はどちらもタイムリーな、人

切な話題（協議会ニュース66号）で、おもし

ろく読ませていただきました。篠lllさんが『'ドか

れているような自然観察と環境教育とは通う、

という視点は私も賛成ですし、そういう視点で

l.l然観察を考えII@[すこと、あるいは[1然観察の

なかから、環壗教育といえるテーマ性を打lllし

ていくことが必要だろうと考えています。私が

－6－

知多'ljの野崎川を兄に行きました。降りる階段

はないが|:~rから川床まで2海以内であるので

ここでやることにしました。しかし、降りてタ

モを入れなければﾉ|｛き物の様了が分かりません。

!『1速、家にもどり梯rとタモを持参し、試して

みました。ドジョウとプルーギルがタモに入り

ましたので観察場所を変更することにしました。

F!111は変更した場所が離れているのでIIIで移動

し、現地は堤防部分が広い鰻道となっていたの

で駐巾場として利川.しましたが、稲刈りやIII植

えなど農繁期は農家の人達の通行の妨げになる

だろうと思いました。

川での同然観察会を実施する場合は、必ず事

前にﾄﾞ兄調査をしなければいけないことが分か

りました。他の場合も観察予定地が少しの間に

様子が大きく変り内容や場所を変更しなければ

いけなかったことがあります。また、ほとんど

の[l然観察会には自家用車の参加者が多いので

駐〕|〔場の心配もあります。いずれにしろ'li前に

'安全と駐市場群の硴認が人切であると思います。

噸

●
◆

虻

輿ら

{|:-'liをしているような博物航ではそれは一定の

形にはしつつあるように思いますが、rl然観察

の場ではまだ水刈の助きにはなっていないよう

です。議論ができる機会があればいいなと忠い

ました。

佐縢さんの連載も終わりましたね。刺激的な

記邪でした。

布谷知夫（守lllilj)
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朱維英八郎（名古歴支部）

★自然観察会活動

仙察会探‘喝会は野外で一般に邪!lil,Iil辺では川

池、森、丘陵のほかに雑木林、里山を含むのが

普通である。私たちは公剛予定地で観察会を行

なってるが、フィールドが知らないうちに開発

されたりする。継続して観察会を行うとき、リ

ーダが説Iﾘ'し名前を知るだけではマンネリ化す

る。そこで、毎厘lコースを変える、ポイント!'1

心にするなど工夫を要する。野外クッキング、

たき火(Mili部ではたき火すらできなくなって

いる、たき火セット）クラフトつくりなどへの

展開が求められ取り組んでいる。

30，50年前と何が違うか。昔は当然のこ

とが今では貴重でさえある。

自然は‘意識的に関わらないと見逃すことも多

い。不登校とかいじめも自然のふれあいが欠け

た延長にあるのではないか。

<二一つ二二つ

どの学校にも自然好きな先生がいて野菜1判な

ど親しめるよう工夫が欲しい。また自然の話題

は商齢者とヤングとの交流にも手ごろである。

青年の自然講座に関わり、いろんな工夫をしな

がら呼びかけるKI!で、何人かは自然の良さ楽し

さを見つけてる。l.llに木を植える活動に参加す

る傭熱を持った女性たちも現れ今後に期待した

い◎

－7－

1'iｲ|畠が育つにはリーダも兼併になって行動し

典に‘､〆ぶ盗秘、牧行として体系化、｜|標プログ

ラムの確立が求められようが、I山j一的なレベル

を求める詰め込みでなく、多様な感覚を見つけ

ることを人切にし、リーダ講師がその時llllだけ

でなく意識的に関わるII!で自分以上のﾉﾉを出す

仲間を贈やすことができている。

環境教育は自然への戦かな感性が育つことが

求められ、興味好奇心を持ち続け発展させるこ

とでもある。

★子どもの成長に自然の果たす役割

Ⅱ凶入社会教育の全国集会でも子供を守る会

会長の太ulさんが、現代の日本の豊かさの中で

一番失ったものは自然で、子どもは自然の中で

遊び育つ、仲間と分かちあう心をはぐくむとの

指摘があった。まさにlril感で了供達の未来がど

うなるか考えると危機的とさえ思う。

身近なl.l然がなくなったと言われるが近くに

河川敷などあっても遊ばない。親も危ない、汚

いと言うがそうでもない。私たちは川で遊ぶ、

水'剛抽を見る機会を毎7月に自然保育の子ど

もたちと行っている。特に幼児期にfl然と接す

る経験を大切にしたい。カプト虫でも成虫は欲

しいが幼虫はグロテスクと身近な自然を敬遠し

がちだ、セミ（7月には地域でセミの羽化観察

会をしてる）、トンボとりなど子どもがもっと

野外でいきいきして欲しい。その上で命の人切

さをと思う。

旧
い､〈

、､、

へ

へ
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★身近な自然、田畑のある自然

かっては周りに自然があり、子どもが遊び育

つ場であった。何も観察会なんてしなくても身

近だった。身近な自然は子供にとってかけがえ

のない育つ場である。

今ある自然をそのまま残せと言われたりする

がそうはならない。ほっておくと竹、ササが蛸

えて木が枯れる。期えている休耕1I1などの漸川

をすべきだ。I:l然を守ると言うとき農林業との

関わりを無視できない。自分なりの自然観が問

われよう。

自然に接する、自然の良さを知る、自然を守

る、育てることへの関わりが自然保護へつなが

り、特定の極だけでなく極の多様性が自然の良

さではないか、人と[l然の関係は対等でなく、

人は生き物の命で生きれる存在でもある。

★ビオトープ園つくり

ビオトープが言われホタルの里、トンボ王刷

がつくられたりするが、多様なﾉk態系、ノ|iきも

のの生思空間とは少し違う。またそのまま残す

と言うより、多少手を加え私たちの望ましいあ

り方霊考えで行うので、自然をどうとらえるか

が問われる。

私たちはビオトープ園として耕作し、野菜や

七草を育てたりしている（農薬無し)｡菜の花

の一部は摘んで食べるが、残りは生きものたち

の分でシロチョウカ蒲つよう残しておく。菜の

花があるからいろんなチョウもくる。サツマイ

モ、トウモロコシもキジやイタチに食べられた

りする。特定の種より豊かな生態系として残し

たい。しかし毎年様子が変わったりするが、い

ろんな工夫をし、農林業などに関わるII!での保

護が大切といえよう。

－8－

★指導員の傷害保険について

8月の戸隠高原で火傷した件で保険の手続き

をとった。観察会'l!ではなくその準備、311続

けて参加し宿泊'l'のことであったがNACKS

Jが確認し保険会社の苫顛をもらいIII講した。

迎鴬経過報<!『、丁l『故報〈I了蓄、診察した記録診察

券などiiil;lﾘlするものがいるのでlili例だった(，

6li故は夜テントの'l!のトカに掘れていたガス

に気付かず点火。（ガスの入れ換えを雨だった

のでテントのII!で行ったのがまずかった）とは

いっても手足の露出部分だけがやけどになった

濫渡だった。当uは痛かったがあと一皮めくれ

たらもとに戻った。村の診療所でひげのドクタ

ーと看護婦さんの手当を受け帰名し近くの医者

でも手当を受けた。

通院した日だけ一日2000円出た。国民保

険などとは別で、スポーツ保険も同様な手続き

のようだ。

★環境教育と自然観察

環境教育とは身近な自然からゴミ美化、地球

環境まで分野は広い。灯織だけでなく行動へ導

くものが求められる。

教育的には目的、手立てをlﾘlらかにして継続

的§ll織的に関わり、終わってからの評価まで意

識的になされることが必婆であろう。

教育がlilli-的な教え込みではできないことを

環境教育は教えてくれる。知らぬうちに身につ

くことが本物。そしてl.l分なりの考えを持つこ

とが大切である。これらの活動は自然に親しむ

活動として農林業など応用にも関わることから

[1然保護、観察会活動を超えているとも思う。
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フー-E=0土ノゴ行暹じや之重L，

近藤悔英（名古屋支部）

環境アセスを行えば、この場所が生物のi'ijn

な/|i息空llllであることが実証される。アセスを

することによって、斗喋計画は兄II'[され、うま

くいけば（？）事業はII!止にできる。環境アセ

スについてはこうした期待を持っている人が多

いのではないでしょうか。しかし、現実を見る

とどうでしょう。

願境アセスについて、細かに論じるには紙lili

が足りませんから、ここでは環境アセスとはど

ういうものかについて、平成9年6月に公布さ

れた『環境影響評価法」をもとに、その概要と

私なりの環境アセスについての意蓑を述べてみ

【環境影稗i沖伽法にﾉI(づくアセス丁統の流れ】
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【環境アセスメントとは】

環境アセスメントとは、大規模な開発'I礫を

行う際に、事業者自らが、その影審について事

前に十分調査、予測、評価を行い、地方公共IJI

体やその地域の環境を知っている人々の意見を

聴きつつ、環境保全への配慮をする仕組みです。

法律では、道路、発fli所等大規模で著しい環

境影響のおそれがあり、凶が実施し又は許認可

等を行う堺業を対象としています。一定規模以

上の事業に必ずアセスを義務づけるとともに、

その規模に準ずる事業については、アセスの要

否を個別に判定する仕組み（スクリーニング）

を導入しています。

また、手続の早い段階で、事業詩は、方法･,IF

（アセスの内容を決めるもの）を作成・公友

し、調査の方法について地方公共団体や{l狸淳
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の意見を求めることとしています。（スコーピ

ング）

邪業荷は、準備1'『の作成・公表、意見聴取を

行い、許認可淳を行う行政機関（許認'ﾘ椛荷

等）の愈兄も蹄まえ、iifilli;1Fを作成します。こ

の際、環境11:lf'1.〈は、必災に応じ、荊認i'l椛荷

等に対し愈兇を述べます。

許認lﾘ権行等は、許遡『ﾘ等の癖査に当たり、

評仙iilfに荘づき、趣[な斑境配慮がなされてい

るか訴査を行い、その結果を併せて判断して処

分等を行います。

環境影稗評価法は、斗喋者がi淵代、予測、評

価を行う中で、怠兄を聴いていくための手続法

ということができます。これは手続きに乗れば

事業は進行していくことを意味しています。環

境アセスは事業者にとって、Im倒な淵査をしな

ければいけない、手続に時間がかかるというこ

ともありますが、手続きに乗りさえすれば、住

民への周知等も新たに対応を考える必要もあり

ませんからその点はやりやすさもあるはずです。

【琿境アセスの手続きに入るとき】

アセスの実施時期はよりj『1い時期が求められ

るのですが、一方でそれは、早い程計画の熟j史

が浅いということになります。計IIIIの熟度が浅

いということは、予測を行う際の不確定性が増

すことになります。このため事業者が実際の手

続に入るのは、計1曲iがほぼ固まった段階と見る

べきでしょう。

事業者は、手続きに入れば調査のやり直しな

どの手戻りは避けたいでしょうから、必要とあ

れば方法書の公開前に環境の予備調査を実施す

ることもあろうかと思われます。また、方法'!f

の公開は調査の手戻りの防止や、早い段階での

環境保全上の問題がIﾘlらかになると言われてい

ますが、住民サイドから兄れば、方法書が公開

された後から調査の中身について文句をつけに

くくなるということも意味していますから、早

い段階から注側していくことも必要でしょう。

－10－

【ﾉ|§物の環境アセス】

環境アセスで対象となる斑境項||は、人気汚

染、水面汚濁、駁i子など公.ilf関連の項I1がII!心

であり、､1礫を火施しても畷境ﾉ牒準をクリアで

きるかどうかが論点となることが多いようです。

しかし、ノ|§物については環境ﾉIW:はありません

から、その代わりにi'iiltな杣物や助物がいるか

とか、批iliな鮮蒲やIIド集があるかということに

なるようです。生物は文化財とは連いますから

i!i砿かどうかだけで評illiされるのはむずかしい

ように思えます。'1態系や多様性という視点、

さらには人との関わりについての評価が今後問

われていくのではないでしょうか。

【環境アセスヘの期待】

環境アセスは、ある事業を実施した場合に、

環境にどういう影秤を及ぼすかというもので、

マイナスlmが強調されやすいものです。ところ

が、本来、リ喋計l'l'iは、環境lliiから兄ただけで

決定されるものではありません。経済効果など

プラスilliも含めたﾈl:会影秤（環境）についても

研意し、総合的判断が求められるものです。そ

れにもかかわらず、現行の環境アセスに、計IIIi

の必要性だとか、叩喋の稗し悪し、斗喋場所の

適否を間うてみても見当連いのような気がしま

す。環境アセスはﾉj能ではありません。計画の

是非などは、本来もつと別の所で論じられるべ

きだと思います。

それでは環境アセスは無意味かと言えば決し

てそうではありません。事業を実施するうえで

環境への影秤を岐小限に抑えるにはどうしたら

よいのか、これはアセスを実施しなければ十分

検討もできないからです。法↑Itが施行されるの

は来年です。それまでに、私たちは環境アセス

にもっと参川lしていくことができるよう、学ん

でいくことが必要ではないでしょうか。

淑 鞭 懇
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自然は人切だ、守らなければと訴えることも

大切ですが、自然が素晴らしいことを感じても

らい、自然が壊れやすいことを理解してもらい、

小さな生命を慈しむ心を持つ自然大好きな人間

が一人でも贈えることが｢1然保護につながると

思います。むつかしい活動は出来ませんが、｜･I

然の尚みを理解してもらえるような活動を、そ

してH常生活の'l!で出来る小さな努力を続けて

ゆこうと思っています。これがI.l然を破壊し、

環境汚染をしなければ生きてゆけない私の、自

然への倣いであり、また、生かされていること

への感謝の気持ちなのです。

禾ムと筐引秦イニ垂

水野晴（名古屋支部）

名古屋で生まれ、育ち、働いてきた私は、I当l

然の中で暮らしたことがありません。しいて言

えば、学童疎開をした付知町で過した6"jlで

すが、近くを流れる川は、入浴や、洗潅の場で

あり、察を取りまく山々も炊事川の薪を集めに

行く場で、慣れないわらじをはき、はいこを背

負ってのlll行きは苦揃以外の何物でもありませ

んでした。

へ

老手孑寺ち璽②蚕ｲ寺ち

鈴木ひろ子（名古屋支部・相生山自然擢察会）

ある秋にスズメウリを観た。なんと愛らしい

実ではないか。残念ながら見つけた時は蔓は細

く糸状になって枯れていたし、葉もよれよれで

しっかり観察することがlll来なかった。

もう少し大きなカラスウリのレース状の花は

ご存知の方は多いと思うが、何故にレース状が

カラスウリに取って有利なのか、日没後の時間

に関係しているのは、光の関係か温度の関係な

のか。

繁殖"法は、あの苦いウリは烏にとって美味

ではないと推察する。また、有る場所には沢山

繁殖している。

この様に、自然とは縁遠い生活でしたが、庭

があり、花や緑はもちろん、虫、烏等小動物も

いる『1然もどきのII!の生活はrl然への関心を育

ててくれました。時が経て、自分の人生を楽し

む事が出来る様になり、自然の中へ出られる様

になり、「もどき」では得られない美しさ、不

思議さを知り、その虜になってしまいました。

自然観察指導員になった動機も自然保護に情熱

を持っての事ではなく、“自然って何だろう、

自然を楽しむにはどうしたらいいのだろう、そ

れが解るのでは”という不純なものでした。

色々な職業につき、それぞれが異なる人生観

をもち、利害が相反することのあるこの社会で

は、自然保護はとてもむつかしい問題をかかえ

ています。干潟の埋め立てに反対しながらもゴ

ミを出さざるを得ず、ダム建設に反対の署名を

しながらも電気がなくては一日も生活が成り立

ちません。世界II!の人々は皆文化的生活を送る

権利もあります。ましてや先進国の人々が低開

発国の人々にそのつけを廻すことなども許され

ません。

へ

－11－
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地下茎のイモの大きさによりウリの火の数も

比例すると思うが、茎の観察を心待ちにしてお

る。とゆうのは回りに捕まる枝がない場合でも

垂II'iに幾筋にも上っている。

スズメウリの場合はどうなのか。温度で咲く

のか光で咲くのか。

11F物で調べるとは違いそこへlllかける時|剛作

りと現場は、時として私に鞭を与え、また時間

作りをしいられる。

未熟な私ならではの楽しみがいっぱいである。

錫

～-

fいこん‘い，5．い･ろ
竹内秀代（知多支部）

「だいこんの葉っぱって、上の方が大きくて、

下の方になると小さくなっているね。」「だい

こんには、小さいよこすじがいっぱいあるね。」

「葉っぱが広がって、下にたれ下がっている

ね。」などなど。ポケモン中志で、草花にはと

んと興味のない彼らも、自分で穂をまいただい

こんには、いろいろ気がつくことができたよう

だった。この話し合いの後、画用紙に同じ大き

さに描くということをした。じっくり観察する

機会はあまりないのだが、こまかいところまで

良く気がつき、どの子もすばらしいだいこんを

冠戊することができた。

－12－

2ｲ|ソ|皇は、ll§活科といって、IﾔのEI!科社会を

ドッキングさせたような勉強をする。夏野菜の

トマト、キュウリなどはよく育てるのであるが、

冬場は畑があいてしまう。そこで、比較的世話

の楽なだいこんを育てることを考えた｡9ﾉlは

じめに師をまけば、21illほどの追肥で雌股薬で

-|･分育つ。少し大きくなってきたら間引きをし、

家に持ち品って汁の実に。大きくなったらじっ

くり観察して絵を描いて、これもおでんや汁の

実やつけものに、と、家庭でもだいこんのこと

がよく話題にのぼったと、後でUMいた。

残った小さいだいこんは、たくわんときりぼ

しだいこんにと、だいこんの利川法は実に多い。

そして、苫の人の生活の知恵も知り、体験する

ことができる。たくわんが、こめのぬかと塩で

作られているということを知らないのはもちろ

んのこと、切り干しだいこんを食べたことのな

い了が多いのにも驚く。

みんなでだいこんを細くついて、（つくって

わかりますか）梅干しを干す簾に広げたところ、

つまみぐいをして「うまい」を連発する子ども

たち○だいこんを生のまま食べるなどという

『本物の味』にふれる機会がないのかもしれな

いと、思った。
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［行事結果］

★基礎研修会「クモの生態」

〔期日〕平成9年12月13日

〔場所〕中小企業センター

〔講師〕須賀瑛文先生（出席18名）

〔内容〕

クモは、よく見られる割に馴染みの薄い分野で

す。そのためか、いつもより多くの方が参加し

ました。室内で身近なクモの分類や生態を、ス

ライドをまじえて説明してくださいました。

10年度には、野外でのクモの研修を是非やり

たいと思っています。

★フォローアップ研修会①

「自然観察会の運営について」

〔期日〕平成10年1月10日(土）

〔場所〕名古屋市公会堂

〔講師〕佐藤国彦（出席12名）

〔内容〕

フォローアップ研修会は、新しい会員や自然

観察の基礎的な知識を学びたいという方のため

の研修として、今年から始めたものです。とは

いえどなたでも自由に参加して、知識の交換を

したいとも思っています。また、会員の交流の

場として、各支部の主催でも実施する予定です

ので、多く方の参加をお願いします。

今回は、その第1回として、自然観察指導の

考え方とか観察会の運営に当ってのポイントを

内容としました。

★フオローアップ研修会②

「自然観察指導について」

〔期日〕平成lO年3月1日

〔場所〕東山公園植物園周囲

〔講師〕佐藤国彦（出席13名）

自然観察会でどのように指導したらよいか、

特に自然についての知識のあまりない方を対象
－1

として、テーマの見つけ方、扱い方を整理でき

ないかということで開きましたが、講師の力量

不足で成功とは言えませんでした。普通の観察

会のような結果になってしまいました。

☆理事会

〔期日〕平成10年2月28日13:"～16:25

〔場所〕名古屋市公会堂（出席13名）

〔内容〕

(1)事業実施報告及び決算

事務局からの報告。

(2)協議会の運営について

＠役員の選任

各部会長、会計の任期が終わったことによる

改選ですが、ほとんどが再選で、会計のみ井城

さんに変わりました。

◎会費徴収

平成10年度は名古屋・尾張・知多・西三河支

部では支部費と協議会費を同時に支部から依頼

する予定です。

、支部配分金

協議会から支部へ総額3釦,咽円を事務費と

して配分します。

◎県委託観察会の保険料

県委託観察会の保険料を参加者から負担する

ことに、県の指示で決まる予定です。

(3槻約等の改正案について

規約では、事務局の所在地を県庁から変えて

日進市（運営部会長宅）とする案で総会にかけ

ることになりました。

経理規定の特別会計に関する事項を整備し

て、会が鱗入する図書を、会員向けで有償のも

のと、一般に有償で配布するもの（会員は無

料）に区分することにしました。前者には「は

虫類等の報告書」があり、後者として近く県が

発行する「昆虫の観察」を買い入る予定です。

3－

へ

へ
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(4坪成10年度事業

本年度の会の目標は、会員間や支部間の交流

を強めることで、そうした行事を考えたいと思

っています。事業は基本的には9年度と同様な

内容となりましたが、調査は、ベイトトラップ

調査を3年間実施することとなった他、全体と

して里山の管理についていろいろ検討してまと

めたいと考えています。

〔平10年度役員名簿〕

12月から2月にかけて行われた各支部の総会

と協議会の理事会で、次の方が今年の役員に決

まりました。

0会長：大竹勝

0副会長：竹内哲也・中西正

0監事：水鳥富人・篠田陽作

0運営部会長：佐藤国彦0会計：井城雅夫

O普及部会長：大谷敏和

O調査部会長：北岡明彦

0編集部会長：近藤盛英

【名古屋支部】

支部長：浅井聡司副支部長：武田篤

事務局：堀田守会計：白木幹司

顧問：朱雀英八郎

【尾張支部】

支部長：松尾初副支部長：長谷川洋二

事務局：鬼頭弘会計：富山茂

【知多支部】

支部長：加藤寿芽庶務・会計：降幡光宏

【西三河支部】

支部長：山原勇雄

副支部長：三津井宏・原田勉

運営：水鳥富人・安井貞夫会計：三田孝

【東三河支部】

支部長：丸山嵩副支部長：間瀬美子

運営：影山博史会計：鳥山けい子，

監事：高橋康夫

【奥三河支部】

支部長：石川静雄副支部長：鈴木隆

幹事：杉山茂

－14－

会員異動

【加入】

･櫛田雅子NO.14451(尾張部部）

491-0354-宮市萩原町朝宮字茶園

1噸－1レインポー萩原”

（05配-吟16妬）

｡米沢茂NO.lW2(西三河支部）

446ml西尾市里町北大道寺23－1

ジョリヴィ安城里町釦2

（0錨も7-2321)

｡吉川泰司伽.14M(名古屋支部）

4認-”13名古屋市緑区ほら貝1-377

("2-86-8401)

･西村良男（奥三河支部）

441-1317新城市有海字稲場16-1

（05弱2-5-0765）

【脱退】

。伊藤英夫（西三河・奥三河支部）

･岩山正光（尾張支部）

･近藤清隆（名古屋支部）

･鈴木啓章（東三河支部）

･田中博（名古屋支部）

･内藤裕次（東三河支部）

｡深川芳孝（知多支部）

＊近藤清隆さんは、会設立当初からの会員

でしたが、死去されました。やさしい笑顔

を想い出します。御冥福をお祈りします。
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i☆「協議会総会」

i期日：平成10年3月22日(H)13:30～16:30

1場所：産業貿易館（地下1階第2教室）（地下鉄「市役所」駅下車南西へ徒歩10分）

1．内容は、機関誌送付文をご覧ください。指導貝同士の交流のために多くの方の参加を

！お待ちしています。

;☆フォローアップ研修会「花の構造と集まる昆虫」〈西三河支部扣当〉

；期日：平成10年4月29日（水・体）

；場所：矢作川集合：愛環状鉄道「中岡崎駅」前9：00（名鉄「岡崎公園前」駅近く）；

；・花の巧妙な仕組みと集まる昆虫の関係を観察してみましょう。

（西三河支部以外の方も参加してください。午前中のみ｡)

i☆フォローアップ研修会「土壊生物の観察」〈名古屋支部担当〉

i期日：平成10年5月30日（土）13：30からの予定

1場所：名古屋周辺の予定

★問合せ先：いずれも佐藤（盆05617-3-5674）まで1
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詔編集後記田

守山市の布谷さんからお便りをいただきまし

た。この協議会ニュースは一方通行の通信が多

いため、うれしく拝見しました。私が編集を担

当してからほぼ2年になりますが、会員の皆様

がニュースを読んでどのように感じておられる

のかわからないため、毎号一抹の不安も感じな

がら編集作業をしています。

ニュースの内容について、あるいは協議会に

ついて、ご意見、ご感想、その他質問等何でも

結椛です。お寄せいただければ協識会ニュース

で取り上げていきたいと思いますのでよろしく

お願いします。

我が家の沈丁花が香しい匂いを放ち始めました。

=＝===＝回圭二=====＝

自然観察会に参加して……………………”

（新しい会員の感想）

アンケート④－2観察会で困ったこと

お便りコーナー………………………･………

自然教育活動とビオトープ園つくり

アセスは万能じゃない……………………

会員紹介一･……………………………………

水野晴、鈴木ひろ子、竹内秀代

事務局から………………………･……………
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雫もう春です！

（近藤）

愛知県自然観察指導員連絡樋議会機関誌叩.67

編集事務局テ470-11豊明市西川町笹原1－9近藤盛英


